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０．学園祭告知、今後の日程
東海大　１１／１～４　ゲテモノ系を模擬店で出店予定
法政大　１１／３～６　モットー　毎年味が変わるカレーを目指す。





　テレビでも取り上げられる“探検カレー”




ポイントは「援団カレー」応援団をつぶすためにできた

学芸大　１１／３～５　シシカバブを販売（毎年）

麻布大　１０／２８～３０　ベビーカステラを販売。動物が学内にたくさんいるので、それもおすすめ。

神大　１０／２９～３０　横浜白楽キャンパスにて。展示。

亜大　１０／３１～１１／３　たこやきを販売（毎年）

拓大　１０／１４～１６　ダチョウ肉のからあげとトルティーヤを販売。

日大・中央・早稲田・立正は出店せず。

次回月一　１１月１４日（月）
後期総会　１２月１０日（土）役員選出します。

日大３回生　亀井から告知
冬山やアルパインに興味のある方いますか？プロに教えてもらうチャンスがあります。ちゃんとした技術を得たい人！日大亀井まで。Facebookか渉外経由にて連絡してください。１１月１４日か２１日に先生とミーティングします。

１．東洋大学探検部　月一報告書
文責：　林　由季子　 発行日2011/10/6
連絡先
tel
070-5014-9004　　　　　

e-mail
lp0900312@toyo.jp      
題名・期間
：石舟沢鍾乳洞
2011/8/9～10

計画書　無
活動場所
：埼玉県秩父市　
参加者

：林(CL)　鈴木(SL)　鈴木彰(2)　茶川(学外)　
活動目的
：岡山洞窟合宿に向けての訓練
内容・現地情報
：活動目的達成ならず
　　　　　　　　　洞穴へのアプローチ途中で大量のスズメバチに囲まれた。
医療パックを置き忘れてくるというミスがあったため、引き返した。
また、現地情報として、倒木や腐敗して壊れかけている橋があった。
教訓　　　　　　：後に、あれはスズメバチではなく虻だったのではないかという話もあったが、真相は不明。
　　　　　　　　　危険生物等についての正確な知識をしっかり身につけておく必要がある。
　　　　　　　　　装備の確認を確実にする。

文責：鈴木理奈（発表者が違う場合、そのことも記載）　　発行日  2011/10/7
連絡先
tel
090-4002-7330




e-mail
i0-filled.with.laugh@ezweb.ne.jp

題名・期間
：「満漢全席！岡山ANAツアー」（8/30～9/1）　　報告書　有　無
活動場所
：岡山県新見市・真庭市
羅生門、宇山洞、鬼女洞（きめんどう）、岩屋の穴
参加者

：ＣＬ  鈴木（３）、ＳＬ  林（３）、高橋（１）、村松（１）、高山（１）


  茶川（元３）
活動目的
：洞窟と洞窟の距離が近くアプローチをしやすい岡山で、洞窟を回れるだけ回ってみる。様々な洞窟の体験。鍾乳洞未経験者の動作確認と経験地稼ぎ。
内容・現地情報
：活動目的達成。

〈現地の注意情報〉岡山県阿哲台の洞窟は水穴が多く、天候の変化によってすぐに洞内の水位が変わってしまう。過去に水位が上がり出洞できなかった事故もあったため、空がぐずついた時には入洞をあきらめた。

8/30羅生門にて、探索。洞窟崩壊跡であり、観光化されているため入洞は本来禁止である。鍾乳洞の構造を知る上でいい見本になると思い、先に見学に行った。水滴の量が多く、阿哲台が水穴であるという特徴をわかってもらえただろう。その後宇山洞に入洞。一昨年に入洞した際、大ホール以降は水量が多く進めなかったと事前に聞いていた。その上、ＣＬの体調が優れなかったこともあり、初心者の安全を優先し、最奥ではなく大ホールへの到達を目標に設定した。時間には余裕を持っており、途中でロックやチムニーの練習、二次性生物の軽い講習を行い、各人が思い思いに洞窟を楽しんだようだった。

8/31鬼女洞探検。観光洞として整備工事中であったものが、頓挫してしまい半分廃墟のようになっている洞窟である。宇山洞とはまた違った洞窟の側面を味わうことができたのではないだろうか。洞内はほぼ一直線で単調だが、様々な様相の岩石やリムストーンが見られる。コロニーも多数あり、一番の見所は水流の道筋がはっきりしているため洞窟の形成過程が見てわかるところだろう。出口付近は洞口が大きく広がっており、上層があるようだが岩肌が滑りやすく今回は登れなかった。

9/1岩屋の穴、捜索。最後に真庭市の阿口にある洞窟を目指した。以前入洞したという一般の方のブログに記載されたアプローチの記録と写真を手がかりに洞口を捜すも、結局見つけることはできなかった。夏場である為やぶが生い茂り、石灰石が露出するあたりを探すもそれらしきものはない。そのときは台風が近づき、空模様が怪しかった為あきらめて引き返した。駐車場をお借りした小学校の先生方に関西方面の諸大学、そして地元の小学生も度々入洞しに行くと教えていただいた。非常に残念だが、今回は藪こぎと洞口探しの経験になったと考え、次回のリベンジを誓う。
教訓
：隊員それぞれが積極的に洞窟を楽しもうと行動し、また天候への臨機応変な対応はよかった。しかし、岩屋の穴の件では事前調査と準備が足りなかった。特に初めて行く洞窟については手広く多くの情報を得て計画すべき。
今後の発展
：これからはよく知る洞窟の範囲から抜け出して、未経験の場所や新洞探索へと活動の幅を広げてみたい。

Ｑ洞窟はどんな装備で行くの？

Ａ初めてだとヘルメット、つなぎ、ヘッテン、地形図・・・でももっと高度なところにはいろうとすれば、やはりもっと装備が必要。洞窟が得意な東洋・早稲田に詳しくは聞いてみてください。
文責：田代　邦博　　　発行日10/7
連絡先
tel
080-6674-0005
        


e-mail
k2-e-wall　1991@docomo.ne.jp

題名・期間
：魅惑のトンネルパラダイス


報告書　有　無
活動場所
：千葉県鴨川市　保台ダム～ダム東側稜線上～保台ダム　８月下旬
参加者

：3回生　天野
2回生　(CL)田代、(SL)鈴木(彰)、豊田
　　　　　　　　　1回生　武笠、村松、菊田、本崎、岡田、山田
活動目的
：廃道、廃トンネルの探索。多くの流れ星が見れる。
　　　　　　　　　足元から迫りくるヒルの脅威に耐えながら精神的に強くなる。
内容・現地情報
：怪我あり　熱中症　隊員　岡田　原因水分の補給不足
　　　　　　　　　ヒルに噛まれた者2人　どちらも軽傷
　　　　　　　　　前日の飲みが原因で隊員の準備が遅れたため、翌朝の行動を1時間遅らせ行動開始。
　　　　　　　　沢の近くなのでヒルが多く生息している。
　　　　　　　　無事トンネルを抜けたあと下山。トンネルの数は8つ。
　　　　　　　　下山途中に岡田が熱中症のため木陰で休ませ、充分水分をとらせた。
　　　　　　　　水の残量が少なくなってきたので、豊田、本崎を岡田に付け、残りのメンバーで下山し、車で残りの隊員を回収しに行った。
教訓
：各自に水を持つように指示したが、確認するまではしなかったため、このようなことが起こった。
　　　　　　　　今回は低い山だったため、ひどい事故にはならなかったが、今後の活動では注意しなければならないだろう。
　　　　　　　　また、夏場においてはこの辺りに蜂が多く生息することが確認できた。おそらくルート近くに巣があると思うので行く人は注意しておいたほうがよいだろう。
今後の発展
：活動場所は1回生などの体力をつけるには適した場所だと言えるだろう。行きは沢沿いに足場のやや悪い道を進み、帰りは緩やかな山道を下ってくる。さらに、ヒルの被害で虫に関して今後気にすることが少なくなり、メンタル面も鍛えられる。
２．早稲田大学探検部　月一報告書
文責：高島　発行日：2011年月日
連絡先　090-8263-1289
　　　　e-mail　r201004395dl@kanagawa-u.ac.jp

※基本的に、正式な書式で一般に報告する必要のない活動は、当部blogにて写真を含めた簡単な活動報告を行なっています(http://blog.livedoor.jp/e302/)。
■題名・期間：ランティジョン山塊マルア川流域踏査（9月12日～9月18日）
□活動場所：インドネシア共和国スラウェシ島ランテマリオ山マルア川
□参加者：大平(5)、佐野(4)、佐藤(2)、大部(東京外国語大学WW)、小阪(京都府立医科大学山岳部)、 加えてインドネシア大学のアウトドアクラブ、MAPALA UIから1名（トンテ：Oktora Hartanto）と、現地スラウェシ島のハサヌディン大学のアウトドアクラブ、KORPALA UNHASから1名(アンディ：Andi Mulatauwe)の計2名が参加。
□活動目的：・マルア川流域におけるゴルジュの形成を記録する。
　　　　　　・日本特有の登山形態“沢登り”でスラウェシ島最高峰の山に登頂する。
　　　　　　・“沢登り”をインドネシアに於いて普及させる足がかりを作る。
□内容・現地情報：2011年9月12日から18日にかけて、インドネシア共和国スラウェシ島最高峰のランテマリオ山(Bulu Rantemario、標高3478m)を源とするマルア川（Salu Malua）を遡行した。12日の早朝に麓のロニ村(Desa Roni)を出発し、14日の停滞を含めて17日までの計6日間で稜線まで遡行し、18日にランテマリオ山へ登頂してカラガン村(Desa Karagan)へと下山した。同地域では初めて行われた沢登りとしての活動であったが、大きなアクシデントも無く、無事に活動を終えることができた。まず準備段階において、計画の発案、事前練習計画、現地情報入手は早大探検部が主に担当し、沢登りにおいて最も危険で重要でもある登攀全般（装備や現地での登攀）については、4年以上の山岳経験のある大部、小阪両名が主に担当することとしていた。
現地での許可関連や万一の際のレスキュー要請については、現地地域に詳しいアンディが担当した。加えて、現地において複雑な会話になった場合の通訳として英語が話せるトンテの同行が決まっていた。
現地では、まず入渓まではスムーズに進めることができ、予定通り11日にマルア川沿い最深部の村であるロニ村に到着して12日から遡行を開始することができた。一方で、沢は予想していたよりも規模が小さく、水量も少なかった。けれど所々で泳ぎを必要とされるゴルジュ地形があり、さらに一気に標高の上がる上部では100ｍに及ぶ連瀑も見られた。見栄えのするゴルジュや大滝などの存在は見られなかったが、鬱蒼と茂るジャングルが山頂付近まで続き、野性味溢れる遡行となった。流程２５キロに及ぶマルア川は、その長さと標高差(約2000ｍ)、岩にドロが付き足の取られる嫌らしい高巻きや、蔓状植物や棘を持つ植物などの日本にはない植生が行く手を阻み、決して容易なものではなかった。隊員は9日分の食糧を担ぎ、昼夜の温度差が激しい中、よく活動を続けて無事に下山できたと思う。
けれど、5日目には隊員の多彩さ、人数の多さが裏目に出て、隊が滝の直登組と、高巻き組の2つに分かれてしまうアクシデントが発生した。マルア川の上流部は、水が非常に冷たく、沢慣れしていない現地学生2人とそれを追いかけた大平が100ｍ連瀑を高巻きした結果、大高巻きとなり本流沿いで合流することが困難になったためだ。翌日稜線上で合流できた時はお互い事故なくホッとした。
□教訓：全体を省みて、「初めて」のことが多かった今回の活動を完遂できたことに、まず満足している。けれど、今回訪れた沢の付近には「200ｍの大滝」があるという噂も聞いた。私たちによる遡行は、他に幾らでも谷があるこの地域でのはじめの一歩に過ぎず、ラティモジョン山塊を代表する渓相を発見できたとは言い難い。
□今後の発展：今後、早稲田大学探検部ホームページで行う報告が、スラウェシ島での沢登りを考える人やインドネシアでアウトドア活動を行おうとする方への羅針盤となれば幸いである。
今後の活動
　・石舟沢鍾乳洞(洞窟) 10月23日～24日
　・新歓読図訓練(読図) 11月13日

告知　インドネシア　２０１２年８月～９月　隊員募集！！
目的：地図に載っていない沢を地形図から推測し、見つけ出し記録する。

スラウェシ・ニューギニア・スマトラ島を訪問予定。隊員を新たに２～３名募集。

訓練：軽登山・クライミング・ロープワーク・５月に沢

参加条件：毎月２回の訓練に参加できる人。　
３．日本大学探検部　月一報告書
文責：中野一樹　
発表者：中野一樹　
発行日：2011/10/17
題名・期間
：遭難対策訓練
7/8（金）～10（日）



活動場所
：神奈川県秦野市　丹沢山系　モミソ沢・新茅ノ沢
参加者

：ＣＬ藤田（２）中野（２）鈴木（２）小泉（２）
　　　　　　　　　馬屋原（３）亀井（３）荷出（４）久保（１）鶴賀（１）
林（１）清水（１）
活動目的
：沢登りの基礎知識・技術の習得、２回生のCL訓練
教訓　　　　　　：合宿を通して、全体的に緊張感が乏しい。
今後の発展
：夏期の沢活動に今回の反省を生かす
題名・期間
：風の詩を聞かせて　7/17（日）
活動場所
：神奈川県　三浦半島　逗子海岸周辺
参加者　　　　　：ＣＬ中野（２）馬屋原（３）久保（１）鶴賀（１）下田（OG）
活動目的
：新人にシーカヤックを体験してもらう
　　　　　　　　　ボイジャーの組み立て方を学ぶ、瀬戸内海カヤック横断プレ
内容・現地情報　：昨年行われたシーカヤック合宿の感動が忘れられず出た企画。三浦半島でシーカヤックを行う予定だったが、台風６号の接近に伴う波浪警報の発令で中止となった。そのかわり、部員の家に集合し、ボイジャーの組み立て講習をおこなった。
教訓　　　　　　：中止の判断が遅く、参加する部員に迷惑をかけたため、現地の情報をしっかりと把握すること。
今後の発展
：夏期のシーカヤック活動に生かす
題名・期間　　　：SHIROUMA　7/15（木）～17（日）
活動場所　　　　：長野県安曇村　富山県黒部市　飛騨山脈後立山連峰　白馬岳周辺
参加者　　　　　：ＣＬ亀井（３）山岸（拓殖大学４回生）五味（拓殖大学３回生）
活動目的　　　　：戸倉方面から北アルプス　白馬岳に登頂する
教訓・今後の発展：白馬大雪渓の通過は問題なかった。
題名・期間　　　：ぼるぼる②　7/30（土）～31（日）
活動場所　　　　：東京都　御嶽周辺
参加者　　　　　：ＣＬ荷出（４）春藤（４）鶴賀（１）馬屋原（３）久保（１）
活動目的　　　　：新人に御嶽でボルダリングを体験してもらう。
　　　　　　　　　一級を落とす
内容・現地情報　：一か月前に出ていたボルダリング合宿が雨により中止になったため、今回医療講習を後に出された企画。しかし、今回も天候不順で中止となった。そのかわりとして、秋葉原に新しくできたB-PUMP　TOKYOに、荷出、久保、中野、下田の四名が足を運んだ。
教訓　　　　　　：なし
題名・期間　　　：丹沢訓練山行～僕の景色は地面だった～　8/1（月）、2（火）
活動場所　　　　：神奈川県秦野市　大倉～塔ノ岳～三ノ塔～ヤビツ峠
参加者　　　　　：ＣＬ中野（２）小泉（２）亀井（３）鶴賀（１）陣場（１）
　　　　　　　　　林（１）清水（１）森（１）
活動目的　　　　：５月に行われた新人訓練合宿である「丹沢訓練山行」のあとに入部を希望してきた一年生のために行われた。２５ｋｇ～３０ｋｇのザックを背負いボッカ訓練を行う。また、八ヶ岳に向けた二回生CL訓練。
内容・現地情報　：中野と小泉をCLとし、まだ登山を経験していない一年生（林・清水・森）に丹沢でボッカ訓練を経験させる。台風６号の影響で、ヤビツ峠から蓑毛まで続く林道で崩壊した個所があり。
教訓　　　　　　：登山の知識・技術ともにまだ甘い。また担ぐ重量に差があった
今後の発展　　　：八ヶ岳新人訓練合宿で今回学んだことを生かす
題名・期間　　　：八ヶ岳新人訓練山行　8/6（土）～9（日）
活動場所　　　　：長野県・山梨県　八ヶ岳連峰
参加者　　　　　：CL中野（２）藤田（２）小泉（２）亀井（３）馬屋原（３）久保（１）
　　　　　　　　　鶴賀（１）林（１）陣場（１）清水（１）下田（OG）
活動目的　　　　：新人訓練・２回生のCL訓練・登山力向上
　　　　　　　　　縦走登山を通して、仲間との信頼を深める
教訓　　　　　　：リーダーとしての判断力・決断力がまだ未熟だと痛感した。硫黄岳までの山行となってしまったので、反省を生かし今後の山行につなげたい。10月に再履修有。
題名・期間　　　：八ヶ岳完全縦走　8/9～12（金）
活動場所　　　　：長野県・山梨県　北八ヶ岳周辺
参加者　　　　　：CL亀井（３）清水（１）鶴賀（１）
活動目的　　　　：八ヶ岳新人訓練山行後、八ヶ岳連峰北部を縦走する。
教訓　　　　　　：八ヶ岳新人訓練山行からの合宿。１年生がとてもよく頑張っていた。　　　　　　　　　　　　
題名・期間　　　：北陸に行け、いろいろ捗るぞ。8/13、14（日）
活動場所　　　　：福井県小浜市　若狭・泊・仏谷周辺
参加者　　　　　：CL馬屋原（３）鶴賀（１）
活動目的　　　　：瀬戸内海横断プレ・シーカヤックの練習
企画名・期間　　：南アルプス、白峰三山縦走　8/10～14

活動場所　　　　：南アルプス市　南アルプス国定公園　赤石山脈　北岳周辺
参加者　　　　　：CL中野（２）荷出（４）中村（OG）
活動目的　　　　：池山吊尾根から白峰三山縦走を行う
教訓　　　　　　：バリエーションルートであったが、踏み跡もかすかに存在し
　　　　　　　　　素晴らしい山行ができた。
企画名・期間　　：夏　8月16～21日
活動場所　　　　：四国　吉野川　大歩危～小歩危
参加者　　　　　：CL藤田（４）荷出（４）馬屋原（３）亀井（３）小泉（２）鶴賀（１）林（１）下田（OG）渡辺（OB）＋新潟大学探検部の皆さん
活動目的　　　　：吉野川（大歩危・小歩危）を下降する。
題名・期間　　　：ジャンダルム　8/14～16

活動場所　　　　：北アルプス　
参加者　　　　　：CL亀井（３）久保（１）
活動目的　　　　：ジャンルムを踏み、今後の登山活動の原点とする
教訓・今後の発展：
題名・期間　　　：そうだ、北岳に行こう　8/14～16

活動場所　　　　：奥多摩　雲取山
参加者　　　　　：CL中野（２）藤田（２）
活動目的　　　　：広河原方面から北岳に登頂する
教訓　　　　　　：中野の疲労により東京最高峰の雲取山に行くことになった。
今後の発展　　　：雲取山から奥秩父主脈縦走を行う。
題名・期間　　　：関東はオワコン、時代は関西
活動場所　　　　：山口県　錦川
参加者　　　　　：CL馬屋原（３）清水（１）林（１）陣場（１）森（１）鶴賀（１）
活動目的　　　　：清流錦川リバーツーリング
教訓　　　　　　：昨年中止になってしまった合宿だったが今回復活
１年生が初のリバーツーリングを体験。とても楽しんでくれたよう。
題名・期間　　　：国立登山大学生リーダー研修会
活動場所　　　　：富山県　国立登山研修所、および北アルプス　剱岳周辺
参加者　　　　　：亀井（３）中野（２）
活動目的　　　　：研修会に参加し、自信の登山技術向上
　　　　　　　　　また、後輩への技術継承を図る。
題名・期間　　　：北アルプス全山縦走計画　9/3～16
活動場所　　　　：長野県・新潟県・山梨県　北アルプス主脈　親不知～槍ヶ岳
参加者　　　　　：CL荷出（４）亀井（３）中野（２）
活動目的　　　　：北アルプス全山縦走する。
教訓　　　　　　：台風１２号を影響により、入山を２日遅らせた。体力が全てだった。
今後の発展　　　：来年も挑戦
題名・期間　　　：スリップ注意
活動場所　　　　：新潟県　西ゼン＆米子沢
参加者　　　　　：CL藤田（２）鈴木（２）鶴賀（１）
活動目的　　　　：１級の沢登り
教訓　　　　　　：情報収集不足
題名・期間　　　：天国のツメ
活動場所　　　　：群馬県　東黒沢、ナルミズ沢
参加者　　　　　：CL亀井（３）林（１）
活動目的　　　　：東黒沢・ナルミズ沢を遡行する
教訓　　　　　　：東黒沢のみの遡行となったが、天気もよく沢を楽しめたと思う。
　　　　　　　　　林（パッキングがうまくいかず、時間ロスに繋がった）
題名・期間　　　：八ヶ岳～成功を信じて～
活動場所　　　　：長野県・山梨県　八ヶ岳連峰　10/14～16

参加者　　　　　：CL鈴木（２）中野（２）森（１）
活動目的　　　　：８月の八ヶ岳新人訓練山行に参加できなかった新人を連れ、
　　　　　　　　　八ヶ岳連峰を縦走する。
教訓・今後の発展：合宿報告待ち
題名・期間　　　：ラフティングユース世界チャンピオンシップ　10/14～16（日）
活動場所　　　　：コスタリカ　
参加者　　　　　：藤田（４）+新潟大学探検部の方+一橋大学スラローム会の方
活動目的　　　　：ラフティングユースワールドチャンピオンシップに参戦する。
教訓・今後の発展：報告待ち
今後の活動（11月富士山・遭難対策訓練再履修・長良川・火山地形探索・農村地域調査）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先　
Tel：090-6956-4005

e-mail：ka_nakano1118@yahoo.co.jp
以上の報告は、日本大学探検部face book「We are NUEC」
http://www.facebook.com/pages/We-are-NUEC/148613428495781?v=wall
に写真付きで記載してあります。ご覧下さい。
４．法政大学探検部　月一報告書
文責：武藤萌（発表：齋藤圭）　発行日2011/10/07

連絡先　e-mail  moe.mutou.jj@stu.hosei.ac.jp
題名・期間　　：旧葛生町洞窟合宿
　　　　　　　　2011年　5月25日（土）、26日（日）　　報告書　あり
活動場所　　　：栃木県佐野市　三峰山周辺
参加者　　　　：CL戸田さん（OB）、SL武藤（2）、滝川（２）高橋（2）長谷川（１）、他OBOG３名
活動目的　　　：・一回生にむけた洞窟入門
・横穴ファンケイビング
内容・現地情報：洞窟自体は入り口が分かりづらく、一つ一つが短かった。入洞スポットを知っている人と行ったほうが無難。洞内はほぼ横穴のみだったので技術は必要ではなく、また水場もあり純粋に楽しんだ。OBの方からも洞窟の知識をきくことができ新鮮な合宿だった。ただ幅ギリギリのところから行き止まりへ入り込み、なおかつ２人を残したまま入り口を瓦礫でふさいだときは焦ったが、OBの力によりなんとか出洞できた。危険なところには無理をして行くものではなさそうだ。探検ポイント２。
教訓
　　　：洞窟には寒さがつきものなので、つなぎの下にジャージなどを着て防寒対策が必須
題名・期間　　：法政羽田自転車訓練
　　　　　　　　2011年　６月１２日（日）　　報告書　あり
活動場所　　　：法政大～羽田空港～法政大57km
参加者　　　　：CL山田（３）、武藤（２）宮本（１）坂田（１）中村（１）
活動目的　　　：・ドイツ自転車合宿に向けたプレ１弾
・空港を見てテンションを上げる
内容・現地情報：空港周辺はさすがに自動車専用道路が多く、自転車での乗り入れは困難を極めた。またママチャリ３台クロスバイク２台で行ったため、クロスバイクの性能が際立っていた。
教訓
　　　：ママチャリとクロスバイクが一緒に行動するのは最善ではない。
題名・期間　　：東京神奈川自転車訓練
　　　　　　　　2011年　７月１６日（土）、１７日（日）　　報告書　あり
活動場所　　　：法政大～横浜市金沢区八景島駅75km
参加者　　　　：CL山田（３）、武藤（２）高橋（２）宮本（１）
活動目的　　　：・ドイツ自転車合宿に向けたプレ２弾
・輪行の練習
内容・現地情報：今回はママチャリが一人もいなかったため本番に近いプレに近づいた。道は勾配が多くあり、一般道というかむしろ住宅街を多く走ったためスピードが出せず自転車を活かしきれなかった。坂道が多く日差しが強かったため無駄に体力が削られた。明治大学の学食にお邪魔したが、休日だったこともあり真面目そうな学生ばかりだった。地震の実験施設みたいなのもあり面白そうだったが、校舎にたどり着くまでの坂で心臓が悲鳴を上げる。探検ポイント２。
教訓
　　　：公園内にテントを張っていたら、怒られるどころかむしろ心配された
題名・期間　　：読図訓練
　　　　　　　　2011年　６月２６日（日）　　報告書　あり
活動場所　　　：東京都町田市大池沢
参加者　　　　：CL斎藤（２）、白木原（３）、星（１）米本（１）島田（１）
活動目的　　　：・一回生に地図の読み方を覚えさせる
・１年生に三角点の存在を知ってもらう
・
内容・現地情報：ニューギニアの訓練第一弾。登山すらあんまり経験のない一回生に読図の基礎から叩き込む。地理学科の神こと斎藤の手ほどきにより全員が読図をマスターしている筈だった。しかし次の第二弾訓練のときに島田に地図を読ませたところ悲しくなるほど覚えていなかったのでもっと厳しくしてやればよかった。次回は山中に捨て置く。
　肝心の三角点はというと、宝探し的要素に皆意外と熱が入っていたようだった。登山嫌いが多くメンバーにいたため最初はあんまり気乗りしなそうだったが、終わってみたら軽く感動すらしていた。この合宿の後部の写真フォルダに「マイフェイバリッドスリーエッジポイント」なるものが作られていた。どうやらシリーズ化するらしい。探検ポイント２。
教訓
　　　：日帰りのため軽装で臨んだが、本番を想定し多少の歩荷ぐらいはすべきであった。
Ｑ探検ポイントとは？
Ａ後期総会で清算し、なにかプレゼントがあるらしい。
Ｑ．食糧計画はしているのか？ハンガーノックの危険があるのではないか。

Ａ．しているが、白米だけのこともあり。

題名・期間　　：水根沢遡行、鷹巣山登山


報告書：あり
　　　　　　　　2011年　７月９日（土）、１０日（日）
活動場所　　　：東京都奥多摩水根沢
参加者　　　　：CL滝川（２）、SL斎藤（２）、白木原（３）、武藤（２）、島田（１）、櫃本（１）
活動目的　　　：・沢登り体験
・体力増強
・ビバークの経験
内容・現地情報：　島田→滝川→斎藤。落石により対象を殺しかけた相関図だ。ヘルメットがなかったら斎藤が、岩を避けなかったら滝川が遠征目前に死んでいた合宿だった。何を水根沢ごときで死にかけているのだ。
　本合宿はPNGに行くのを目前に、いまいち隊員が観光旅行ムードだったことから危機感を持っていただくために行われた。とはいえ普通の登山と沢登りに、①水根沢ゴール地点辺りから登山道に戻るまでの急な坂を登る。②荷物重め　というのが追加された程度であったはずだったのだ。しかし行程は（無駄に）困難なものとなった。以下沢登り後のお話。
　まず非常に坂が急だったためアタックザックを背負いながら坂を登れない人間が出た。ザイルで引き揚げたのだが、滝川のザックが重すぎて坂の中腹で中身を二分する羽目に。本来しょって上がれた筈だったのだが沢登り中の怪我で事情が変わってしまった。斎藤に迷惑をかけることに。
　途中坂の中腹で待機している島田がヘルメットを落とすトラブルや上記の落石などにより登山道に到達したのは日が暮れる間近だった。予定より手前のテント場に泊まりその日は終了。翌日の登山は普通だった。曇っていた。部員の伊織が個人活動で来ていてなんか付いてきた。
合宿終了後、皆危機感は持ったようだった。沢登り関係ないのに沢登り恐怖症になっていた。少々やりすぎた感。
　
教訓：・怪我したら後で悪化するかもしれないから無理をするな。
　　　・登山中に寝るな
　　　・ヘルメットは絶対に外すな
　　　・地形図をおとすな

５．亜細亜大学探検部　月一報告書(１０月)
文責：樫本亮太　　(発表：樫本亮太)　　発行日：２０１１年１０月１７日

連絡先　tel  080-4388-2419

        e-mail  go-adventure-0705@i.softbank.jp
題名・期間　　　：夏合宿（８月２４～２７日）
活動場所　　　　：新島

参加者　　　　　：５１人

活動目的　　　　：知らない場所に行き、自然と触れ合って活動意欲をあげる。

内容・現地情報　：釣りをしたり、島を探検したりした。

教訓　　　　　　：なし。

今後の発展　　　：色々な自然と触れ合う。

題名・期間　　　：富士山合宿（８月３０～３１日）
活動場所　　　　：富士山

参加者　　　　　：１８人

活動目的　　　　：体力づくり、全員登頂。

内容・現地情報　：皆で御来光を見た。

教訓　　　　　　：もっと体力を強化しなくてはいけないと思った。

今後の発展　　　：色々な山に挑戦していく。

題名・期間　　　：樹海合宿（９月１６～１７日）
活動場所　　　　：富士の樹海

参加者　　　　　：１５人

活動目的　　　　：富士の樹海にて、風穴・氷穴と呼ばれる洞窟を中心的に安全かつ愉快に散策し、部員同士の結束をより深めること。

内容・現地情報　：樹海は危険なので連絡方法などをしっかりして探検した。

教訓　　　　　　：団体行動の大切さ。

今後の発展　　　：更なる探検を目指す。

今後の活動予定

· アジア祭

· OB会
Ｑ．部員は何人？

Ａ．８０人くらい。

６．東海大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：面川祐輝
題名：北アルプス縦走　aim for 槍　　日程：2011年7/25-7/29　　計画書: eq \o\ac(○,有)/無
●活動場所：北アルプス　通称：表銀座縦走ルート
●参加者：　CL面川(4)　SL三田(3)
●活動目的：北アルプスの盟主と呼ばれる槍ヶ岳を踏破する。
●内容・現地情報

　活動5日間は全て雨天行軍となった。ルートは、表銀座縦走コースと呼ばれ、また、彼の登山家・加藤文太郎が初の北アルプス縦走路として選んだルートである。中房温泉から燕岳、大天井岳、赤岩岳、西岳と喜作新道を通り、東鎌尾根から槍ヶ岳へアタックをかけた。夏登山であり比較的初級者でも登れるルートであるが、強い風雨に晒され夏場にあって低体温症になりかける場面に出くわした。また東鎌尾根の道は、クサリ場とガレ場が続くので雨天時には悪路となる為、難所となった。槍ヶ岳頂上付近では視界10m未満の中で頂上登攀を行ったが、天候回復の見込みがない為、その後の予定ルートである西鎌尾根から笠ヶ岳への行動を断念し、槍沢へ撤退を行った。
●教訓
　日本アルプスの気候の特性を嫌というほど感じたこと。早めの行動と見極め、夏場とはいえどもしっかりとした防寒対策、装備の充実が肝要である。
　体力如何に関わらず、このルートは少人数での行軍を推奨する。
題名：富士清掃登山　日程：2011年8/23-8/24　計画書: eq \o\ac(○,有)/無
●活動場所：富士山須走口登山道
●参加者
東海大　CL面川(4)SL山下(3)田中(4)真壁(2)山邉(2)大貫(1)北村(1)松島(1)望月(1)

東洋大　SL山口(3)永井(3)本崎(2)高橋(1)砂金(1)

一般参加　加藤　三輪
●活動目的：富士山の美化活動
●内容・現地情報

本活動は本6合目にて悪天候により登頂を断念し撤退を行った。よって登山道における清掃活動は中止とし、須走口5合目の駐車場から駐車区域の道路周辺の清掃活動を行った。60Lゴミ袋にして約5袋分のゴミを収集し、美化活動とした。
●教訓
　如何に一日登山といえども装備に気を抜いてはいけないこと。山の天候の激しい変化に対応する為に基本装備は充実させること。
題名：屋久島縦走合宿　日程：2011年8/29-9/8　計画書: eq \o\ac(○,有)/無
●活動場所：屋久島
●参加者CL面川(4)SL三田(3)山本(2)松島(1)今井(1)大貫(1)北村(1)高橋(1)
天白(1)村中(1)藤森(1)

●活動目的：屋久島の大自然を楽しむ、長期登山の経験を踏んでもらう。
●内容・現地情報
　本合宿は、入島時に通過した台風13号によってほぼ活動期間中は雨天。終日、雨と曇りで夏場に限らず低体温症になり得る環境が常にあった。二日目からは隊員数の大きさと度重なるトラブルによって行程速度が遅い中で行動し、三日目には宮之浦岳を踏破し、花之江河、淀川小屋へ、雨天の為に4日目の行軍を断念し淀川口から下山をするも、林道が台風による土砂崩れで封鎖された為に6時間足止めを食い、居合わせた交通関係者の助けを受けて下山した。
●教訓
雨の屋久島の自然を観察し、雨天時の山の厳しさを知ることができた。また、雨天時の登山の足場の不安定さ、風の強さなどあらゆる登山における危険性を体験できた。
　たとえ登山口を出て林道へ出られても自然災害によって危険にさらされることがあることを注意せねばならない。
　また、今回、現実として自然災害の被害者となってしまった事態を隊長である面川が、過去幾度となくこうした異常事態の体験し続けた事によって逆にこうした異常事態が一般的見解として危険を伴う状態であると認識できていなかったことが、隊員全体の安全に責任を持つべく者として万死に値する。故に今後、あらゆる探検活動を行う中で、隊長、責任者には自身の経験から安易な判断をしない様にして頂きたい。
題名・期間：信越トレイル　　　　　日程：８月７日～９日　　　計画書: eq \o\ac(○,有)/無
活動場所：新潟県・長野県
参加者：　CL山下(2)、竹内(2)、山邉(2)

活動目的：自然を楽しむ
内容・現地情報

天水山から斑尾山までの県境を歩くトレイルコース。地震と大雨の影響でトレイルコースはかなり荒れていた。
教訓
夏での水場確保は大切
立正・麻布の資料がデータ盤なし。
早稲田ＰＰ、連盟内閲覧のみにしてアップ。
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